
共
同

研
究

昭
和
五
五
年
度
第
一
回
研
究
会
（
五
月
九
日
）

▼
テ
ー
マ
　
生
活
手
貿
の
資
本
主
義
的
形
態
と
そ
の
帳
、
棄

報
告
者
角
田
修
一
氏

　
　
　
　
　
（
報
告
要
旨
は
第
二
十
八
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
に
掲
載
）

昭
和
五
五
年
度
第
二
回
研
究
会
（
五
月
十
六
日
）

▼
テ
ｉ
マ
　
地
域
産
業
連
関
計
量
モ
デ
ル
に
よ
る
地
域
分
散
政
策
の
効

　
　
　
　
　
果
測
定

　
報
告
者
　
鈴
木
登
氏

報
告
要
旨

　
－
　
測
定
モ
デ
ル
に
っ
い
て

　
測
定
に
用
い
た
同
モ
デ
ル
の
概
要
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
日
本
全
土
を
９
地
域
・
ｕ
産
業
部
門
に
分
割
し
た
地
域
産
業
連
関
モ

デ
ル
に
よ
り
、
各
地
域
の
最
終
需
要
各
関
数
に
よ
っ
て
予
測
し
た
経
済

活
動
水
準
（
全
国
将
来
フ
レ
ー
ム
と
整
合
）
を
賄
う
産
業
生
産
の
将
来
に

っ
い
て
予
測
す
る
。
そ
の
際
、
幹
線
交
通
網
整
備
計
画
（
地
域
間
時
間
距

離
）
お
よ
び
各
年
毎
に
増
大
す
る
資
本
ス
ト
ツ
ク
水
準
（
こ
の
決
定
に
も

　
　
　
　
共
同
研
究
室

後
述
す
る
地
域
政
策
が
加
味
さ
れ
る
）
か
ら
各
地
域
・
各
産
業
の
交
易
カ
ポ

テ
ソ
シ
ャ
ル
（
交
易
関
数
）
の
将
来
変
化
が
予
測
さ
れ
、
生
産
額
水
準

の
決
定
に
反
映
さ
れ
る
。
同
時
に
、
国
産
分
の
投
入
係
数
の
変
化
（
Ｈ

輸
入
係
数
の
変
化
）
を
通
し
て
将
来
産
業
構
造
の
転
換
へ
の
国
際
貿
易
面

か
ら
の
影
響
が
加
味
さ
れ
、
全
国
計
画
フ
レ
ー
ム
な
ど
と
シ
、
、
、
ユ
レ
ー

シ
ョ
ソ
の
上
整
合
さ
れ
る
。

　
な
お
、
各
地
域
別
の
最
終
需
要
関
数
と
し
て
は
次
の
二
っ
が
そ
の
主

要
な
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
（
家
計
）
消
費
関
数
は
、
消
費
支
出
費
目
５

大
分
類
毎
に
前
期
の
消
費
水
準
と
当
期
の
所
得
水
準
（
産
業
生
産
活
動
水

準
と
同
時
決
定
）
と
を
説
明
変
数
と
す
る
。
も
う
ひ
と
っ
は
民
問
設
備

（
純
）
投
資
関
数
で
、
そ
の
決
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
は
、
既
存
資
本
ス

ト
ッ
ク
水
準
と
生
産
需
要
水
準
に
照
ら
し
た
最
適
水
準
と
の
調
整
過
程

と
し
て
把
握
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
、
最
適
基
準
と
し
て
資
本
用
役
価

格
と
要
素
費
用
が
等
し
い
と
い
う
条
件
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

調
整
過
程
は
１
期
で
完
了
せ
ず
２
～
３
期
（
産
業
に
・
よ
っ
て
異
な
る
）
に

ず
れ
る
ラ
グ
・
オ
ベ
レ
ー
タ
（
ラ
グ
係
数
）
っ
き
と
な
る
。
な
お
、
こ

の
資
本
要
素
費
用
に
、
公
害
防
除
費
用
・
税
制
負
担
な
ど
が
加
味
さ
れ

る
。
総
じ
て
こ
の
投
資
関
数
は
簡
略
ジ
ョ
ル
ゲ
ン
ソ
ン
型
の
も
の
で
、

最
終
需
要
と
し
て
は
別
途
推
計
さ
れ
る
補
填
投
資
分
が
加
算
さ
れ
た
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
五
（
二
八
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
二
号
）

主
体
別
か
ら
産
業
需
要
へ
他
の
需
要
項
目
と
同
じ
よ
う
に
コ
ソ
バ
ー
タ

を
用
い
変
換
さ
れ
る
。

　
Ｈ
　
分
析
の
目
的
と
地
域
「
分
散
」
政
策
の
内
容

　
既
述
し
た
計
量
モ
デ
ル
を
用
い
て
、
９
地
域
の
経
済
・
産
業
活
動
水

準
の
将
来
を
予
測
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
過
密
・
過
疎
の
解
消

を
目
途
と
し
た
地
域
分
散
政
策
と
し
て
一
般
に
目
さ
れ
て
い
る
諸
政
策

が
、
所
期
通
り
の
機
能
を
果
す
の
か
、
果
す
と
し
て
そ
れ
ら
政
策
が
個

別
に
あ
る
い
は
総
体
と
し
て
ど
の
程
度
の
数
量
効
果
を
も
た
ら
す
の
か

な
ど
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
検
証
テ
ス
ト
し
て
み
よ
う
と
す
る
の
が

当
分
析
の
目
的
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
地
域
政
策
と
は
ど
の
よ
う
な

内
容
か
と
い
え
ば
大
略
以
下
の
四
つ
で
あ
る
。

○
ｏ
幹
線
交
通
投
資
に
よ
る
地
域
問
距
離
の
短
縮
一
そ
の
算
定
基
礎
と

　
し
て
は
、
将
来
一
定
時
点
ま
で
の
輸
送
機
関
別
整
備
計
画
が
実
現
し

　
た
と
し
て
そ
の
際
の
表
定
速
度
か
ら
し
た
地
域
中
心
都
市
問
の
時
問

　
距
離
短
縮

似
　
大
規
模
工
業
開
発
一
化
学
・
金
属
な
ど
臨
海
型
大
規
模
工
業
プ
ラ

　
ソ
ト
の
開
発
が
、
北
海
道
（
東
部
苫
小
牧
）
、
秋
田
、
新
潟
、
九
州
な

　
ど
で
、
諸
官
庁
で
の
予
定
通
り
進
捗
す
る
と
し
た
場
合
（
所
要
投
資
額

六
六
（
二
八
四
）

　
と
し
て
各
地
域
に
配
分
）

ゆ
　
公
害
防
除
費
用
の
企
業
負
担
一
地
域
別
産
業
活
動
水
準
に
よ
る
公

　
害
発
生
負
荷
量
が
総
量
規
制
基
準
に
照
ら
し
て
算
定
さ
れ
る
要
処
理

　
量
を
除
去
す
る
防
除
投
資
の
資
本
費
用
と
し
て
の
負
担

↑
り
　
分
散
税
制
の
実
施
一
過
密
地
域
に
賦
課
金
お
よ
び
過
疎
地
域
に
補

　
助
金
・
助
成
金
が
、
工
業
を
中
心
に
資
本
費
用
に
重
課
・
軽
減
さ
れ

　
る
。

　
以
上
の
地
域
政
策
が
個
々
に
あ
る
い
は
総
体
と
し
て
、
全
国
地
域
別

産
業
配
置
に
ど
の
よ
う
な
影
響
・
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
か
、
す
で
に

上
記
で
述
べ
た
変
数
な
ど
へ
の
取
り
込
み
方
を
通
じ
て
予
測
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
さ
れ
る
が
、
い
ま
、
そ
の
政
策
と
変
数
と
の
関
係
お
よ
び
当

モ
デ
ル
全
体
の
概
念
図
を
示
せ
ぱ
別
図
の
よ
う
に
な
る
。

　
Ｉ

　
ｎ
　
計
測
結
果
の
あ
ら
ま
し

　
ま
ず
、
政
策
全
体
の
効
果
と
し
て
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
地
域
政
策

の
み
で
は
、
将
来
時
点
（
た
と
え
ぱ
昭
和
六
十
年
）
で
諸
官
庁
等
が
意
図

し
て
い
る
産
業
の
地
域
分
散
効
果
は
期
し
難
く
、
そ
れ
を
達
成
す
る
に

は
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
以
外
の
地
域
政
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
と
く
に
、
幹
線
交
通
投
資
の
み
で
は
、
分
散
効
果
と
は
逆
に
、
集
中
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理処要

共
同
研
究
室

　
数

　
変

　
済

　
経

　
預

　
予

　
目

　
〔

　
件

　
条

　
定

　
相
心

闘
□

効
果
を
も
た
ら
す
傾
向
も
あ
り
、
と
く
に
そ
れ
が
集
積
程
度
の
低
い
遠

隔
地
に
毘
れ
勝
ち
て
あ
る
。
こ
の
傾
向
を
緩
げ
、
と
く
に
工
業
の
地
方

分
散
を
進
め
る
に
は
大
規
模
開
発
投
資
は
、
そ
れ
が
実
現
す
る
な
ら
ぼ
、

そ
れ
な
り
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

　
環
境
規
制
に
よ
る
分
散
効
果
は
、
産
業
の
受
入
れ
先
地
域
の
規
制
基

準
も
あ
り
、
分
散
効
果
そ
れ
自
体
と
し
て
は
さ
し
て
大
き
く
な
い
。
む

し
ろ
高
度
集
積
地
の
隣
接
地
域
へ
の
に
じ
み
出
し
効
果
が
み
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
分
散
税
制
に
っ
い
て
も
、
過
密
地
域
と
過
疎
地
域
の
い
わ
ぼ

中
問
地
域
へ
の
産
業
分
散
効
果
が
算
出
さ
れ
る
。

昭
和
五
五
年
度
第
三
回
研
究
会
（
五
月
三
十
日
）

▼
テ
ー
マ
　
一
九
二
〇
年
代
の
日
本
金
融
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
対
外
金
融
を
中
心
と
し
て

　
報
告
者
　
伊
藤
正
直
氏

報
告
要
旨

　
報
告
は
以
下
の
構
成
に
し
た
が
っ
て
な
さ
れ
た
。

　
一
、
課
題
の
限
定

　
二
、
大
戦
期
　
　
構
造
変
化

　
　
Ｈ
　
対
外
金
融
の
構
造
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
七
（
二
八
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
二
号
）

　
　
○
　
目
銀
信
用
の
膨
張
と
国
内
金
融
市
場

　
三
、
二
〇
年
代
　
　
矛
盾
の
顕
在
化

　
　
Ｈ
　
対
外
金
融
に
お
げ
る
矛
盾
の
顕
在
化

　
　
○
　
金
本
位
停
止
の
継
続
と
国
内
金
融
市
場

　
小
　
括

　
以
下
、
報
告
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
ご
く
簡
単
に
述
べ
て
お

き
た
い
。
報
告
は
、
大
戦
期
か
ら
二
〇
年
代
に
か
げ
て
の
日
本
の
対
外

金
融
が
い
か
な
る
特
徴
を
も
ち
、
い
か
な
る
変
化
を
示
し
た
の
か
の
検

討
を
通
じ
て
、
当
該
期
日
本
信
用
構
造
に
占
め
る
対
外
金
融
の
意
義
を

確
定
し
、
国
内
金
融
構
造
と
の
連
関
の
あ
り
方
を
解
明
す
る
こ
と
を
課

題
と
し
た
。
近
年
、
金
融
史
、
金
融
論
の
研
究
に
於
て
、
両
大
戦
間
の

金
融
構
造
分
析
が
次
第
に
活
発
化
し
つ
つ
あ
る
が
、
そ
の
際
、
対
外
金

融
連
関
が
必
ず
し
も
充
分
に
論
理
に
組
み
こ
ま
れ
て
お
ら
ず
、
国
内
産

業
構
造
、
資
本
蓄
積
構
造
の
変
化
か
ら
の
み
当
該
期
に
お
げ
る
金
融
構

造
の
再
編
過
程
が
把
握
さ
れ
て
い
る
。
本
報
告
は
、
こ
う
し
た
研
究
動

向
に
対
す
る
批
判
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
報
告
の
視
角
は
以
下
の

如
く
設
定
さ
れ
た
。
第
一
、
一
方
に
お
げ
る
先
進
帝
国
主
義
、
他
方
に

お
け
る
ア
ジ
ア
植
民
地
圏
と
の
金
融
的
紐
帯
の
あ
り
方
、
お
よ
び
そ
の

変
化
に
留
意
す
る
こ
と
。
第
二
、
貿
易
金
融
、
資
本
移
動
、
正
貨
１
１
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
八
（
二
八
六
）

・
在
外
正
貨
と
い
う
対
外
金
融
の
三
構
成
の
相
互
連
関
、
相
互
規
定
関

係
を
検
出
す
る
こ
と
、
第
三
、
対
外
金
融
機
関
の
機
能
、
編
成
に
対
す

る
観
定
要
因
の
検
出
、
内
国
金
融
機
関
と
の
相
互
連
関
の
具
体
的
あ
り

方
を
検
討
す
る
こ
と
。

　
以
上
の
視
角
を
前
提
と
し
て
、
報
告
は
、
ｏ
い
対
外
金
融
の
実
態
が
い

か
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
い
か
た
る
変
化
を
と
げ
た
か
、
四
そ
れ

が
対
外
金
融
機
関
の
編
成
と
機
能
を
い
か
に
軌
道
づ
げ
た
か
、
ゆ
内
国

金
融
と
い
か
な
る
彩
態
の
い
か
な
る
違
関
を
有
し
て
い
た
の
か
、
と
い

う
検
討
序
列
に
沿
っ
て
な
さ
れ
た
。
た
お
、
詳
し
く
は
拙
稿
「
一
九
一

〇
１
二
〇
年
代
に
お
げ
る
目
本
金
融
構
造
と
そ
の
特
質
Ｈ
０
」
東
京
大

学
『
杜
会
科
学
研
究
』
第
三
〇
巻
四
、
六
号
、
一
九
七
九
年
を
参
照
さ

れ
た
い
。

昭
和
五
五
年
度
第
四
回
研
究
会
（
六
月
六
日
）

▼
テ
ー
マ
　
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
利
潤
観
制
を
め
ぐ
っ
て

報
告
者
　
北
野
正
一
氏

　
　
　
　
　
　
　
（
報
告
要
旨
は
本
誌
論
説
の
項
に
掲
載
）


